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この浦舟に

帆を上げて

「
む
か
さ
り
行
列
」
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

夫
婦
の
門
出
を
祝
う
伝
統
行
事
。

衣
装
を
ま
と
い
、
凛り

ん

と
し
た
参
列
者
た
ち
。

幸
せ
の
長
持
唄
が
今
世
に
響
き
渡
る
。

昔
な
が
ら
の
花
嫁
道
中
を
追
っ
た
。

［ 第 12 回 む かさり行 列 ］

P i c k _ U P

　

一
関
市
厳
美
町
伝
統
の
嫁
入
り
行

事
「
む
か
さ
り
行
列
」（
厳
美
地
域
活

性
化
推
進
協
議
会
な
ど
主
催
）
は
10

月
30
日
に
行
わ
れ
た
。

　

12
回
目
と
な
る
同
行
列
の
花
婿
と

花
嫁
に
扮
し
た
の
は
、
村
上
耕
一
さ

ん
と
純
子
さ
ん
夫
婦
。

　

両
家
の
親
類
や
地
域
住
民
ら
約

１
０
０
人
は
、
秋
め
い
た
厳
美
の
ま

ち
を
古
式
ゆ
か
し
く
練
り
歩
い
た
。

　

長
持
唄
が
響
く
中
、
馬
に
乗
っ
た

打
ち
掛
け
姿
の
花
嫁
や
花
婿
、
仲
人

ら
が
市
博
物
館
を
出
発
。
多
く
の

市
民
や
観
光
客
が
沿
道
を
囲
み
、
厳

美
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
約
７
０
０

メ
ー
ト
ル
の
花
嫁
道
中
を
見
守
っ
た
。

　

同
行
列
は
、１
９
５
５
年
ご
ろ
に
廃

れ
た
が
、伝
統
継
承
や
住
民
交
流
を
図

ろ
う
と
２
０
０
３
年
に
復
活
。
地
元
の

区
長
を
中
心
に
、大
正
か
ら
昭
和
初
期

の
花
嫁
道
中
を
再
現
し
て
い
る
。

　
「
む
か
さ
り
」
は
嫁
入
り
を
意
味
す

る
東
北
地
方
の
言
葉
。
新
郎
は
新
婦
を

「
迎
」
え
、新
婦
は
家
か
ら「
去
る
」
こ
と

が
由
来
と
さ
れ
て
い
る
。

　

秋
晴
れ
の
門
出
を
祝
う

1_古式ゆかしく－。花
婿と花嫁ら約100人が

昔ながらの花嫁行列を

華やかに繰り広げた／
2_長持ちを担ぐ「むか

さり実行委員」／3_

訪れた人たちに「おも

てなし」の酒が振る舞
われる／4_名勝・厳
美渓沿いでは大勢の観
光客から馬上の花嫁に

向けて「結婚おめでと

う」と祝福の声をかけた

／5、6_「抱き入れ」
の儀式。謡曲「高砂」を

唄う。新郎側の者が花
嫁を抱きかかえて玄関
に入る。花嫁は柄杓で

水を飲み、納戸を通っ

て屋敷の奥へ向かう／
7_「三三九度」の儀式。
一つの盃で酒を三度ず

つ飲み、生涯の苦楽を

共にすることを誓う／
8_市博物館を出発し

た行列は、幸せの長持
唄を響かせながら厳美
市民センターまでの700

㍍を練り歩いた

花婿と花嫁、愛娘

村上耕
こう

一
いち

さん 純
じゅんこ

子さん こころちゃん

「たくさんの人に祝福されて、すばら

しい式をあげることができました。

地域の皆さんに感謝しています」

長持ちの担ぎ手として行列を先導

渡渕定
さ だ

雄
お

さん　

「秋晴れのもと、古くから伝わる

『長持ち歌』で二人の門出を祝い

ました」

厳美地域活性化推進協議会

槻山喜
き

一
いち

郎
ろう

むかさり実行委員長

「むかさり行列は厳美地域の宝。伝

統を継承し、地域の活性化につなげ

たいです」
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〽
ハ
ァ
ー
今
日
は
ナ
ー

　
日
も
よ
し

　
ハ
ァ
ー
天
気
も
よ
い
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結
び
ナ
ー

　
合
わ
せ
て
ヨ
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ハ
ァ
ー
縁
と
な
る
ナ
ー
エ
ー

〽
ハ
ァ
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さ
あ
さ
ナ
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お
立
ち
だ
ヨ
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ハ
ァ
ー
お
名
残
り
お
し
い

　
今
度
ナ
ー
来
る
と
き
ゃ
ヨ
ー

　
ハ
ァ
ー
孫
連
れ
て
ナ
ー
エ
ー

　

長な
が
も
ち
う
た

持
唄

正
し
ょ
う
き
ゃ
く客

雄
蝶

雌
蝶

仲な
こ
う
ど人

仲な
こ
う
ど人

結
ゆ
い
の
う
き
ゃ
く

納
客

嫁
よ
め
か
た
き
ゃ
く

方
客


